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定理 1測定値集合をn に持つ量子系71上の任意の一般化測定 M に対して適当な量子







































一方で,各 p(a)はテンソル空間 71(n)上の状態であるが,対称テンソル空間 璃n)上
の状態と考えることもできる.従って,以下のように測定値集合が7)(C2)になるテンソ
ル空間 71(n)上の任意の一般化測定 M と以下に定義する測定値集合がア(C2)になる対称
テンソル空間 71!n)上の一般化測定 Msは量子状態がファミリー (p(n)rp∈P(C2))に含
まれるときは,同じ確率分布を実現する･そのMsはMs(B):-PsM(B)Ps(B⊂7)(C2))







定義 1 Fubini-Sludyの距離 d/sを次のように定義する･





































定理 2 任意の 0∈0に対して,次に定義する写像VO:S(71)-Ju(0,V)は全射になる.
ここで,任意の P∈S(71)に対して,VO(p)は次のように与えられる.
vo(p)(B):-k/gCeB,VgPV;p(dg)
ただし, βは任意の β07℃J集合 .
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さらに パラメ トリック空間 0でパラメトライズされたファミリー (SolO∈0)を考える･















































































の拒離 db(p,β)Fbbini-Studyの距離 dls(p,A)両方について考察する･式 (10)を用いる
と,最適測定に関して次の式を得る･導出に関する細かい議論は【1】を参照のこと･また,
式 (5)(4)及び,定義 1を参照のこと.
nlin:::≡ ?(':: nデ=nlni:芸 p芸 窓 ,蛋 :≡:蕊 ::;::嵩 . ::;;
同様に,最適測定に関して次の大偏差型の式を得る.
limユlogPr?n'n'(β∈7,(C2)ld/a(p,i)≧C)- 2logcoscn1'0n
と短nli-N去 logPPn'n'(β∈P(C2)ld/a(相 ≧弓 - -1,































nli-y CI･･'n'(T(n,)-nli-woe-pFcx2,n/p(｡ ,d2fs(p,紳 (T(n,(dP)p'n')- 1 (18)





























































































【21】藤原 彰夫,"量子推定理論入門,""現代数学序説 (ⅠⅠ)"(川久保勝夫,宮西正宜 編),
大阪大学出版会,近刊.
【22】広田修,"光通信理論,"森北出版,(1985).
【23】S.MLassarandS.Popescu,"OptimalExtractionoflnformationfromFiniteQuan-
tumEnsembles,"Phys.Rev.Let174,pp.1259-1263,(1995).
-860-
